
 大田区めっき工場における“連携のススメ” 

― 差別化戦略としてのＩＴカイゼンへの取り組み 
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本日のレジュメ 
 会社概要  

 めっき業の現状 

 当社の差別化戦略  （企業間連携の取り組み） 
  量産から多品種、小ロットへのシフト 

  STAY LOCAL！ LOOK GLOBAL！ 

  航空宇宙部品製造企業連合 AMATERAS発足 

  下町ボブスレー （フェラーリに挑む モノづくり大田区の戦い）      

 なぜITカイゼンに取組んだのか！   

  多品種小ロット＋ジャストイン 

  事務処理負担増加と顧客満足のジレンマ 

 ITカイゼン導入事例  

  見積・指示書・納品書・発行業務のカイゼンと連携 

  部分最適から全体最適へ 

 まとめ 



会社概要 電化皮膜工業㈱      

 

設立：1947年 

代表取締役：秋本 恭伸 

従業員数：36名 

資本金：10,000,000 円 

営業品目：陽極酸化皮膜、化成被膜、硬質クロム、不動態化 

     その他 めっき表面処理 

 

QMS認証：ISO9001:JISQ9100（航空宇宙防衛規格） 

取引先：航空・宇宙・防衛・半導体・重電・一般産業機器 

 

URL：http://www.dhk.co.jp 

 

http://www.dhk.co.jp/
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製品は全て支給材 生産計画は無し 手配から作業まで全てアナログ管理 

受入から納品まで平均1日～2日 

ラッキング 

表面処理 仕事の流れ 約380社 1万点以上 



めっき業の現状 

 44％ ↓ Down  （52％ ↓ Down） 

平成元年 2,719 （昭和58年 9,190） 

平成24年 1,530 （平成20年 4,362）  

全国のめっき事業所数  

東京都10名以下 半数以上 （80％以上）  

 33％ ？ 

業種別の依存度  

自動車 

 





工場入口にある社長の言葉！ 



今、日本にある残された仕事は、手間をかけ
る仕事、手間のかかる仕事しかない。 

どんな仕事にも挑戦し、有る仕事をこなす。 

 

手作業に優るものなし。手作業は心の仕事。 

手作業に誠心誠意をモットーに。 

工場入口にある社長の言葉！ 



工場入口にある社長の言葉！ 

完全なアナログ思考！！！ 



アナログ化？IT化？ 
 どっち？ 



 どちらも大事！ 



ISOやJISQは 
標準化が目的 



標準化・IT化 → 効率化 
  
               

こだわり時間の創出 
  



 

・浮いた時間は              
 品質・価格・サービスへ！ 
 

・規格やIT化はツール      
     目的では無い！  



平成元年～平成24年売上推移 

50%down 
45%UP 

量産部品からの撤退 

多品種少量生産へシフト 

リーマンショック 

中国への視察旅行で見た物は・・・ 

当社で流れている部品だった！ 



平成元年～平成24年売上推移 

年間取引件数推移 

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 

477 498 484 514 569 599 587 631 700 714 718 

年度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 

登録企業数 752 842 1006 1138 1242 1338 1474 1626 1742 1847 

新規登録数/年間 90 164 132 104 96 136 152 116 105 

新規登録件数 122社/年平均 



    

出来ないではなく、できるように知恵をしぼること！ 

出来ている事を「よりよく」する工夫をし、努力を惜しまないこと！ 

常に考え、実行し続けるチームを目指すこと！ 

 

DREAM CAN DO, REALITY CAN DO ！ 
「思い描くことができれば、それは現実にできる」 
              （NASAのラングレー研究所） 



世界で戦える製品を国内で！ 

STAY LOCAL！ LOOK GLOBAL！ 

ないない 制約条件 



多品種・小ロット生産への特化 

  選定の理由と参入方法 

 多品種小ロット、参入障壁が高い 

 製品の付加価値が高い 

 競合が少ない（同業他社限られる） 
 東京都航空機参入支援事業へ参加 

 航空・宇宙・防衛規格 JISQ9100の取得 

（リーマンショックで暇だったので1年前倒し） 
 2009年 AMATERAS結成 

お客様の望みに応えることの 
できる我々の能力は何か？ 

強みを組み合わせて違う業種に  
飛び込んでみる    



電化皮膜工業㈱ 

組立整備 

放電加工 

表面処理 

レーザー加工 
電子ビーム 

切削機械加
工 

絞り加工 

熱処理 

板金・   
プレス加工 

企業間連携の例（東京都） 



下町ボブスレープロジェクト 
フェラーリに挑む モノづくり大田区の戦い 

http://bobsleigh.jp/madeinjapan-debut




H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 

477 498 484 514 569 599 587 631 700 715 718 

お客さんは 
増えた！ 

伝票増加 → 

納品書の遅延！ 

多品種・少量・短納
期＝現場の負荷増

大 

打合せ時
間の減少 

確認ミスの 
増加 

サービスの
質の低下 

多品種・少量＋
ジャストイン生

産 

トレーサビリ
ティーへの対

応 

製品要求事項
の高まり 

新たな要求 

発生した問題 現象 

年間取引件数 241増加【企業登録数1,900社】 



カイゼンした業務 

見積管理業務(2012.9~） 

領収書発行業務(2013.1~) 

作業指示書発行業務(2013.6~) 

  (事務所PC、事務所ﾀﾌﾞﾚｯﾄ、営業ﾀﾌﾞﾚｯﾄ) 

工程管理報告書管理台帳(2013.10~) 
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見積業務メリット・デメリット対比表 

今までの方法 ITツール データー確認の目的 

図面に直接単価記入。 

とにかく早い。    ◎ 

入力に時間が掛かる。 

            △ 

① 注文時の価格未記入。 

  

② 見積時の特記事項確認。 

 

③ 外注先への発注単価確認。 

 

10か月の稼働状況 

3,458件   

12,080アイテム    

問合せに弱い。   △ 

5分～10分/件  

検索機能あり。  ◎ 

1分以下   

情報の共有化。   × 

担当者のみ理解。 

共有データーあり。 ◎ 

図面、仕様書のｐｄｆ化 

紙の無駄（図面枚数） 

             × 

FAX、ｐｄｆで送付。 

            ◎ 

見積フォーマット  △ 

エクセル・ワード縦横 

統一化と情報共有化。 

            ◎ 

この見積の山から探すには
かなりの時間が・・・ 

3か月分の見積 



見積管理業務 顧客・外注先・処理ﾏｽﾀは
既存システムから読込 

図面、仕様書、 
不具合情報のデー

タ添付機能 



見積管理業務 顧客・外注先・処理ﾏｽﾀは
既存システムから読込 

図面、仕様書、 
不具合情報のデー

タ添付機能 

外注先見積明細：見積と連動 



今までの見積書 
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今までの指示書 

手書きから入力で見やすく 



みんなが入力してくれる 

         はずだった！ 

立ちはだかったのは この納品書の山だった！ 

末締めの納品書打
たなきゃ！ 



図面 
現品票 

見積書 
作成 

納品書 
作成 

指示書 
作成 

見積書 

データ連携 

データ連携 

引合い Contexer 
で自作 

注文書 
＆図面 

注文 

納品情報 

受注情報 

見積情報 

Contexer 
で自作 指示書 

現品票 

図面 

納品書 

製品 

品質管理 
システム 

指示書 
検査表 

パッケージソフト 

品質情報 

Contexer 
で台帳管理 
Excelで印刷 

ホーム
ページ 
集客 

情報発信 

お客様 

WWW 
サーバー 

社外サーバー 

社内サーバー 

トレーサビリティ用 

化
工
現
場 

注文書 
＆図面 

お客様 

営業 タブレット 
入力 

ＰＣ入力 

最大の問題は、このデータが   
繋がっていなかった事。 

2度打ちする時間があるなら、 

早く回したい！ 



見積 → 指示書 → 納品書業務の連携 

見積 

指示書 

納品書 
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持込みのお客様対応 

宅急便の対応 

ルート営業対応 

  

基本は製品の近くで  

指示書を書きたい 

 

カイゼン前 手書き手配中 



事務所・営業用タブレット 



営業用ﾀﾌﾞﾚｯﾄ 担当者を選択。担当顧客 
だけが検索される仕組み。 

最小の操作で、顧客
選択を可能にする。 

担当者を選択する
前は1800社すべて
が表示される。 



プルダウン式よりもラジオ
ボタン式の方が早い！ 

現在はプッシュ式で 

数値入力。 



納期選択もカレンダー  
方式を採用。余計な操作
はさせないよう工夫。 



最終確認の為のプレビュー機能 



・事務所ﾀﾌﾞﾚｯﾄ → 直接印刷 → データはPCへ転送 

・営業ﾀﾌﾞﾚｯﾄ → 出先で入力 → 事務所PCへ転送後一括印刷 

指示書データ転送 



持込みのお客様対応 

宅急便の対応 

ルート営業対応 

カイゼン後 タブレット手配中 



持込みのお客様対応 

宅急便の対応 

ルート営業対応 

カイゼン後 タブレット手配中 
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  導入済み   今後の計画 

事務所タブレット入力 



電化皮膜工業㈱ 

組立整備 

放電加工 

表面処理 

レーザー加工 
電子ビーム 

切削機械加
工 

絞り加工 

熱処理 

板金・   
プレス加工 

企業間連携の例（東京都） 

    企業間連携の問題点  

 

①各社独自の管理ソフトを利用。共通化できない。 

②独自のシステムを構築する予算は掛けられない。 

③納期などの進捗管理（リアルタイムで管理） 

④見積書、検査表等、帳票類の標準化 

 



まとめ 

連携の条件 

相手を良く知る事。（前後の工程はお客様） 

 （何に一番困っているかを理解する。） 

相手にとって「より良い」を提案する。 

 （自己満足に陥らない。相手の評価が重要。） 

相手に頼られるよう常にスキルを磨いておく。 

 （信頼は要求達成回数の積み重ね） 

 

 企業間連携もIT連携も原理原則は同じ。 



  

             Quality(品質) Price（価格） 
                  Service＋Speed＋Smile 
      

            私たちはお客様を笑顔にする事を 
           一番に考え、考動すると誓います！ 
      
               
                   
            
 
 

           ご清聴ありがとうございました。 
                                  


